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Historic resource is especially effective, so that city shows distinction of a region. So local city where makes 
use of history for city planning has increased. Therefore, I measured survival proportion of historic resource on 
the local city originated from castle town, and in this study, I analyzed the relationship between survival 
proportion and urbanization. I think it is important to consider castle town form as one of the example of future 
city. 
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１． はじめに 
これまでの地方都市において,市街地は人口増加と経
済成長,モータリゼーションに応じて郊外へ拡散してい
き低密度型の都市を形成してきた.それに加え,大規模小
売店や公共施設の郊外立地によって都市機能の拡散が進
み,これからの地方都市は人口減少,少子高齢化の時代を
迎えようとしている.このような多くの問題を抱えてい
る地方都市を社会的,環境的,そして経済的に持続してい
けるまちづくりが求められている.地域固有の歴史や自
然環境を活かすことも魅力的で持続性のあるまちをつく
るための有効な手段の一つである. 
現在の日本において,人口 10 万以上の都市の半分以上
は城下町を起源とするが,大火や戦災,都市開発などで姿
が変わり往時を偲ぶことのできる城下町は減少しており,
全域の区画が現存する城下町は極めて少ない.城下町の
特徴的な構造はモータリゼーションにより発達した自動
車交通や高度経済成長により豊かになった市民生活に支
障を来たしてきため多くの城下町遺産は消失してしまっ
たからである. 
しかし全域ではないにしろ,多くの旧城下町では城下
町時代の痕跡を今日まで継承している.城下町をルーツ
とする地方都市において,特に歴史的資源が地域の特色
を打ち出す要素として有効であると考えられ,近年,国の
重要伝統的建造物保存地区や歴史まちづくり法,県や市
の景観条例などによって町並みの保存が重要視されるよ
うになってきた. 
歴史を活かした街づくりを行うためには,歴史的資源
の残存状況を把握し,都市の現状との関係を分析・考察す
ることが必要だと考えられる.そこで本研究では,近世城
下町をルーツとする地方都市において歴史的な城下町遺
産である濠の残存率を計測し,都市化との関係を把握す
る.この研究での都市化とは,計測した城下町区域から広
がる 1960 年,1980 年,2005 年の DID をもとに算出した人
口,面積,密度である.また,対象都市において,国土形成
にかかわった様々な制度を濠の残存状況や都市化と照ら
し合わせ,その影響や効果を把握する.その結果から各都
市の持つ特性を分析し,城下町遺産が多く残った都市は
どんな都市であったか考察する. 
 
２． 研究対象地域 
本研究の対象地域は,石高 10 万石以上であった城下町
をルーツとする都市で,１つの県につきもっとも石高の
大きい城下町一つとする.10万石以上の都市は 200以上あ
った城下町の中でも 47 か所と四分の一程度であり,江戸
時代において比較的大きな規模の都市であったと考えら
れるので,往時の城下町遺産の規模も大きく,現在まで城
下町遺産を継承しているか否か比較することができると
考えた.なおかつ,10万石以上の都市は現在の 47都道府県
に 1つ程度あるので,日本全国の地方都市の都市化と城下
町遺産の残存・消失状況を把握することができる. 
なお,東京・大阪大都市圏は都市化の度合いが地方都市
とは異なるため除外する.（例：佐倉,忍,淀）また,山城
は他の城下町と構造が異なるため除外する.（例：高田,
新発田）以上より,34 都市を研究対象地域に定める.以下
に対象地域を示す. 
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図１．対象地域 
 
３． 城下町の概要,変遷と特徴 
（１）各城下町の歴史と濠の残存・消失 
江戸時代における各藩の城下町絵図を参考に,ゼンリ
ン電子地図に現在の濠の残存・消失状況を書き込み,面積
と残存率を計測した.ここでは濠の残存率の大きな都市
上位１０か所,小さな都市下位１０か所の中からそれぞ
れ特徴的な都市を例として挙げる.城下町絵図と各城下
町の濠の残存・消失を書き込んだ図,計測データ（城郭,
城下町区域,濠の残存・消失,面積）を載せる. 
a）松江 
 宍道湖は南北から迫出する丘陵地により堰き止められ,
その堰き止めた場所に松江の城下町は造られた.自然をう
まく取り入れ,今も自然の水循環を維持する貴重な都市で
ある.米子から出雲に抜ける津田街道は,湖南の丘陵沿い
を東西に通り,城下町はこれを取り込むよう南北に長く造
られた. 
松江城は松江市街の北部に位置し,南に流れる大橋川を
外堀とする.本丸と二の丸は丘陵部の先端に設けられた.
その南隣の三の丸（現県庁舎）を囲んで内堀があり,その
周辺に上級家臣の武家屋敷が内中原,母衣に立地し,その
外周に外堀が巡っている.外堀の外周をコの字に町屋が囲
み,さらに東には埋立地である北田,南田の中級武家屋敷
が並んでいる.この地域はおおむね碁盤割に整然とした道
路網となっている.それとは対照的に,その外周である北
の奥谷地区,南の白潟地区,西の外中原地区では,複雑な丁
字路,鉤型道,袋小路が張り巡らされ,見通しが利かないよ
うに工夫されている. 
 
表１．城下町遺産の計測結果 
城郭面積 城下町面積江戸時代の濠面積 残存濠面積
（ha） （ha） （ha） （ha）
松江 22.34 359.89 200000 171900 85.9%
城下町 残存率
 
 
 
 
図２．延享年間松江城下之図（1477-48） 
 
 
図３．松江城濠の残存・消失状況 
 
b）福井 
 福井平野は,九頭竜川と足羽川の二大河川がつくる広大
な堆積平野である.福井の町は足羽川に接して,京都と北
陸地方を結ぶ北国街道を取り込むかたちで立地している.
城下町の造りが南からの侵攻に備えるよう配置されてい
るのは,福井がもともと北の庄城下町を引き継いでいるた
めで,勝家は京都,近江など畿内からの攻撃を想定して城
下町を配置したものと思われる.城下町の町割を見てみる
と,城郭を多くの濠が取り囲んでいる.なかでも百間掘り
とよばれる幅広い堀は,築城以前の河川を堀に造りかえた
ものといわれる.南から城下に入るには,必ず足羽川を渡
る九十九橋を渡らなければならなかった.北国街道は,足
羽山東麓をたどり,九十九橋を渡って屈曲を繰り返しなが
ら市街地中心部を通過していく. 
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表２．城下町遺産の計測結果 
城郭面積 城下町面積江戸時代の濠面積 残存濠面積
（ha） （ha） （ha） （ha）
福井 55.99 453.53 306900 40700 13.3%
城下町 残存率
 
 
 
図４．越前福井城図 
 
 
図５．福井城濠の残存・消失状況 
 
（２）各城下町の地域構造の特性 
計測した城郭,城下町区域,濠の残存消失のデータから,
地域構造の特性を把握する. 
図 6から,各藩の城郭面積と城下町面積の大きさの関係
を考察する.城下町面積が大きい藩,つまり大都市を有す
る藩ほど,城郭の面積も大きいことがわかる.仙台城は山
城なので城下町面積の割に城郭が小さい. 
現在でも大都市である,名古屋,仙台,広島は現在も城
下町の規模を継承しているといえる. 
 
 
図６．城下町面積と城郭面積 
 
図７を見ると,対象都市の約 38％が第 4象限に分布して
おり,江戸時代はコンパクトに暮らしていたことが読み
取れる.さらに,平均の人口密度は約 84人/haであり,今日
の都市計画で目標とする人口密度が 80～100人/haである
から,現代の目線でみると理想的な人口密度になってい
たのではないか. 
 
 
図７．城下町人口密度と城下町面積 
 
 図８において,濠の残存率と合計面積の関係を表した.
歴史まちづくり法を適用している都市は緑,戦災復興事
業を適用している都市は赤,それ以外は青,の凡例で表し
た.戦災復興事業を適用した都市は第三象限に多く,残存
率が低い傾向にある. 
 
 
図８．濠の残存率と合計面積 
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４．地方城下町と人口集中地区に関する分析 
（１）人口集中地区の推移からみた都市の広がり 
江戸時代において,絵図に描かれている町の範囲が市街
地であったと考えられる.計測した江戸時代の城下町区
域,1960 年の国勢調査から第 1 回目の人口集中地区が定め
られたので 1960年のDID,次に高度経済成長が終わった頃
である 1980 年の DID,最後にバブル景気を経た 2005 年の
DID から,人口・面積・人口密度を計測した. 
全国の現在の人口は 1960 年を１とすると約 1.3 倍,DID
人口は約 2 倍,DID 面積は約 3.2 倍である.図 9 を見ると,ほ
とんどの城下町は 1960 年後半から 1980 年頃まで DID の
拡大と低密度化は急激に進行した.低密度化は都市面積の
拡大のスピードが人口の増加を上回った結果である. 
 
 
図９．DID の拡大状況 
 
a）松江 
宍道湖と中海に挟まれた地域に広がる都市で,城下町
を中心に発展してきた山陰の中心都市である.  
DID 面積の増加割合は,1879 年から 1960 年にかけて約
1.56,1960 年から 1980 年にかけて約 3.16 と大きく,1980
年から 2005 年にかけて約 1.19 となっている.DID 人口の
増加割合は,1879 年から 1960 年にかけて約 1.73,1960 年
から 1980 年にかけて約 1.52,1980 年から 2005 年にかけ
て約 1.19 となっている.山口県山口市が阿東町を編入し
た 2010年 1月から松江市が東出雲町を編入する 2011年 8
月まで,人口が都道府県庁所在地の中で最下位だった. 
 
 
図 10．松江の DID 拡大状況 
b)福井 
DID 面積の増加割合は,1879 年から 1960 年にかけて約
2.27,1960 年から 1980 年にかけて約 2.23,1980 年から
2005 年にかけて約 1.36 となっている.1960 年から 1980
年頃の高度経済成長期に著しく DID 面積が拡大していな
い.それは,大規模な戦災復興事業が行われたことで,そ
の後の無秩序な DID の広大が起きなかったからではない
だろうか.人口の増加割合を見ると,1879年から 1960年は
約 2.79,1960 年から 1980 年は約 1.36,1980 年から 2005
年は約 1.14 となっている. 
 人口密度 1960 年から 2005 年にかけて減少している. 
 
 
図 11．福井の DID 拡大状況 
 
（２）各城下町の地域構造の特性 
 
 
図 12．対象都市の平均 DID 人口,面積の変化 
 
 
図 13．残存率の高い上位 10 都市の DID 人口の変化 
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図 14．残存率の低い下位 10 都市の DID 人口の変化 
 
 どの都市でも DID 人口は減少しているが,DID 面積は拡
大しており,低密度化が進んでいる. 
 残存率の高い 10都市において,DID人口密度が増加して
いる都市があるのに対し,残存率の低い 10 都市すべては
DID 人口密度が低くなっている. 
 
 
図 15．上位 10 都市の DID 面積と人口密度の変化 
 
 
図 16．下位 10 都市の DID 面積と人口密度の変化 
 
５．地方城下町とまちづくり 
（１）町丁目ごとに見る市街化 
a）松江 
城郭はほぼ江戸時代の形を残している.三の丸のあたり
は官庁街になっている.城下町区域の南に人口密度の高い
地域が広がっている.内堀はほぼ昔のまま残っており,外
堀もほとんど残っている.堀が消失している部分は大方町
丁目人口密度の高いところである. 
 
 
図 17．城下町区域と町丁目人口密度 
 
b)福井 
現在,本丸跡には福井県庁があるが,それを囲むように
して石垣や内堀が残存していることが分かった.また,城
下町区域内を鉄道が通っているが,そのわりに沿線の人
口は高くない. 
福井は戦災と自然災害を短期間に受け,大規模な戦災
復興事業を行っており,その対象地域は城下町をほぼす
べて含む範囲であったために,外堀はほとんど消失して
しまった.これは戦災復興が城下町遺産に与えた負の遺
産の一つである. 
 
 
図 18．城下町区域と町丁目人口密度 
 
６．結論 
①内堀と外堀の残存率の残存状況した結果,内堀はどの
城下町でも比較的残存率は高かった.これは城郭のあっ
た部分は現在城址公園になっているなど,保全されてい
る場合が多いためだと考えられる.また,川を除外した
外堀はほとんど消失していることが分かった.これは外
堀を埋め立て,道路や市街地にすることで都市化が進ん
だためだと考えられる.②城下町をとりまく領国の地域
構造を知ることができた.江戸時代の人口や城下町面積
のプロポーションを読み取ることで,循環型社会が形成
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されていたと考えられた.このように生産者と消費者が
領国内に共生し,都市が空洞化したり肥大化することな
く持続するような町づくりは,これからの都市のあり方
の一例として検討に値するのではないかと考えられる.
③人口,面積,密度から,都市化について分析した結
果,DID 面積の拡大は幕末から高度経済成長（1879～1960
年）にかけてより,高度経済成長期（1960～1980 年）に
かけてのほうが著しく高かった.都市化が必ずしもすべ
ての堀の消失に影響しているとは限らないが,少なから
ず影響を及ぼしていたことが読み取れた. 
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